
 

７月定例教育委員会 会議録 

日     時 令和６年７月１０日（水） 午後３時００分～午後３時３５分 

場     所 本庁舎 ９階 会議室９－２ 

出 席 委 員 松田教育長・市川職務代理者・末木委員・塚越委員・上原委員 

出席事務局職員 

飯田教育部長・岡部教育総室長・依田生涯学習室長（歴史文化財課長兼任）・

藤本総務課長・風間学校教育課長・山本学事課長・浅井教育施設課長・新堀甲

府商業高等学校事務長・千野甲府商科専門学校事務長・樋田生涯学習課長・青

木図書館長・宮崎総務係課長補佐・伊藤総務係主任 

傍  聴  人  なし 

署 名 委 員  

委 員 会 書 記   

・教育委員あいさつ 

・会議録署名委員の氏名 市川職務代理者 

・５月臨時会及び６月定例会会議録の承認 原案のとおり承認 

 

 

             

 

 

１ 開会 

松田教育長 

これより７月定例教育委員会を開会します。 

 

（１） 教育委員あいさつ 

市川職務代理者 

皆さん、こんにちは。梅雨明け前から猛暑が続きまして、昨日、今日あたりは少し楽になって

きましたけれども、皆さん、健康状態はいかがでしょうか。こういう時期ですので、健康管理に

は、十分注意したいと思います。 

さて、先月のことになりますけれど、今年も教育委員による総合教育視察を実施していただき

ました。企画又案内をしていただいた事務局の皆様と訪問させていただいた各学校の皆様に、心

より感謝を申し上げます。 

私は、小学校３校、中学校１校又商科専門学校を訪問させていただきました。それぞれの学校

で、子どもたち或いは学生の皆さんが熱心に学習に取り組まれている様子や、先生方が様々に工

夫した授業を展開されていることを感じとることができました。 

また、校長先生方もビジョンをもって学校経営に臨んでいられる様子にも、感心させられまし

た。この訪問を通して少し思うこと、感じたことがありましたので、お話しさせていただきます。 

小中学校では、子どもたちが当たり前のようにタブレット端末をごく自然な形で取り出し、授 
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業の中で使っておりました。使い方は様々であって、いろいろなやり方で活用されていたのであ

りますが、タブレット端末を当たり前のように使う今の授業、こういう授業をどんな形で展開さ

れていくのかなと、何か新しい授業の形が生まれるのかといった、ちょっとわくわくするような

期待を抱いた次第であります。 

また、中学校に設置された校内教育支援センター「ほっとルーム」の意義や活用についても、

学校の中で様々に工夫された運営がなされていて成果に繋がりつつあること、また、更なる成果

が期待されること、そういった状況を知ることができました。 

ただ、一方でまったく別の話にはなるんですけれど、教師自らが、自己否定のように、「学校復

帰を期待しなくてもいい。」とか、「学校に来ることだけがすべてではない。」「学校を休むという

選択肢もあるんだ。」ということを話さなければならない現状に、不登校の対応として、そのよう

なことは当たり前で大事なことであるということは十分承知しているつもりなんですが、ちょっ

と悲しいという、そんな気がいたしました。 

また、これは学校視察とはあまり関係なかったんですが、各学校で教員の働き方改革に取り組

んでいる様子が伺えました。先生方の実態からすれば当然な取組であるわけですが、私としては、

働き方改革の先にある先生方の姿と言いますか、働いている様子というものが、今一つイメージ

できないんですね。そんな私自身が、ずっと改革以前の、めちゃくちゃな中で、どっぷり働いて

いたので、感覚的に追いついていないことがあるかもしれないんですが。 

また、教員の理想の姿と言いますか、教員像というのも、昨今の世相からすれば、昔のように

単一なものではなくて、いろいろな形があるんだろうということも、そんなことも思いながら、

やはり先生方が働いている姿が、どんなふうになっていくんだろうということも考えたという次

第です。 

今回、子どもたちが、生き生きと生活する学校の様子を見て、また、各学校の取組の素晴らし

さを感じつつ、期待や不安が入り混じった、とりとめのないことを思った次第であります。 

御清聴ありがとうございました。 

 

 

（２）会議録署名委員の指名 

松田教育長 

会議録の署名委員は、市川職務代理者にお願いします。 

 

 

（３）前回会議録の承認 

松田教育長 

続いて、５月３０日臨時会及び６月１２日定例会の会議録についてですが、何か御意見、御質

問等はありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 

【原案どおり決定】 

（教育委員会承認） 

 



 

 

２ 議事 

（１）議題 

 松田教育長 

 第１５号 令和６年度甲府市武田氏館跡歴史館の臨時開館について 

資料に基づきまして、依田生涯学習室長から説明をお願いします。 

（依田生涯学習室長から資料に沿って説明） 

 

松田教育長 

 説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

御意見、御質問等はいかがでしょうか。 

それでは、原案のとおり決定するということでよろしいでしょうか。 

 

 【原案のとおり決定】 

（教育委員会決定） 

 

（２）報告 

 松田教育長 

第９号 甲府市議会６月定例会の審議状況について 

資料に基づきまして、藤本総務課長から説明をお願いします。 

（藤本総務課長から資料に沿って説明） 

 

松田教育長 

 説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

それでは、御意見、御質問はいかがでしょうか。 

 

市川職務代理者 

感想になりますので、特にお話をいただかなくて大丈夫なんですが、皆さんに一緒に考えてい

ただくとありがたいです。 

「子どもたちの多様な学びの確保に向けた取組について」というところで、「学びの多様化学校」

という言葉が出てきて、全国にも二十何校でしたか、そういう学校が開かれている。近い所では、

八王子市立高尾山学園とかあるようなことですが、それ以外にも、以前話題になりました夜間中

学校というようなことが出てきているんですが、確かにそういうことを保障していくということ

は大事なことで、重要だとは思うんですが、人材確保ということを先ず考えていかないと、既存

の学校ですら人材が不足している状況の中で、そういった所に手が回せるのかどうなのか。で、

そういう人材の確保とか採用ということになると、それは山梨県だと思うんですが、実際に甲府

市の小中学校の中にも人手が足りない学校が出てきている状況ですから、本市としても、何かう

まく人材を確保していく方法を工夫していく必要があるんじゃないのかなというふうに感じてい



 

ます。 

ところどころ、学校の様子を聞きますと、先生方、がんばっていますけれども、物理的に無理

ということは結構出てきているふうな話も伺うことがあります。是非、皆さんに知恵を絞ってい

ただいて、私も何かあったら、また、いろいろちょっとお話をさせていただければと思うんです

が、是非、人材確保ということを考えていただいて、こういったことに対応できるような体制づ

くりをしていけたらなというように思いました。 

以上です。 

 

末木委員 

２点、要望をお願いしたいと思います。 

給食残渣の関係で、食品ロスを削減するとか、あるいはＳＤＧｓの観点から必要な取組で、当

然しなければならないんですけれども、その答弁の中で「食べ残しの量が少ないクラスの表彰」

だとか、「食品ロス削減のポスターの作成」とか、「校内放送での食べ残しを減らす呼び掛け」と

あります。いろいろな児童生徒がいると思いますので、みんな同じとはいかないので、競わせて、

一生懸命やることは、それに漏れる子どももいると思います。過度な競い合いを避けて、いろん

な子どもがいると思うので、少し配慮をしていただいて、是非お願いしたいと思います。全員が

同じように食べられるわけがないので、食べ方もいろいろ遅い速いとかもあると思うし、量もあ

ると思うし、あまりクラスで競争をさせると、そういう子がかわいそうな部分もあるので、その

辺、御配慮を願いたいと思っています。 

それから、もう一点、「市立中学校の女子生徒の制服におけるスラックスの着用について」の中

で、いろいろ検討なされている。必要なことだと思うんですけれども、学校とか保護者とかは当

然ですけれども、当事者である子どもの意見を聞いたり、そういう機会を検討委員会の中で子ど

もの意見を反映させるとか、意見の表明をすることを、何らかの形でしていただいて、当事者の

声を反映させるように取組を、是非お願いしたいと思います。 

 

風間学校教育課長 

ここの答弁にも書いてあるとおり、中学校の学校長を中心に制服を検討する委員会を立ち上げ、

今後、女子のスラックスを導入するに当たっての検討をしていくことになっています。 

先日、今後の見通しなんていうことで、その委員会で協議をして、今、末木委員がおっしゃっ

たような生徒の声、それから保護者の声、そういったものを聞きながら、今後、形等をまとめて

いく、そんな見通しになっているなんていうことですので、そういった形で進めていきたいと思

っています。 

 

山本学事課長 

今、給食残渣について、競争など、過度な取組は避けたほうが良いというような御意見を頂戴

いたしまして、ありがとうございます。 

この食べ残し、食ロスに向けての取組につきましては、学校でもったいないという意識を高め

るという目的に、食育も含めて行っているような状況でございまして、子どもによって食べられ

る量も違いますので、先生方にクラスとかで食べ残しがまだ食缶の中にある場合は、まだ食べら

れる子には声掛けをするような形で、促しをしているような形で行っております。 



 

今後も、そういった過度な取組にならないように学校にもお話をさせていただきながら、適切

な食ロスに向けての取組をさせていただきたいと思います。 

 

塚越委員 

私も質問ではありませんが、発言の機会をいただければと思います。 

２点、通学路に関してと、末木委員からも御確認がありました中学校の制服について、お話を

させてください。 

まず、通学路に関してですが、通学路の点検と整備を、誠にありがとうございます。 

また、地域の方には見守り隊など様々な形で、児童生徒の安全な登下校に御協力いただいてお

りまして、子どもの安全というのは、家庭と学校だけではなく、地域社会の皆様の御理解と御協

力によって成り立っているのだというふうに感じております。 

本市議会議員より通学路に関する複数の御質問、御意見がありましたので、私も先月の総合教

育視察で把握した状況について、報告させていただきたいと思います。 

ある学校では、登下校時の交通整理と安全指導のために通学路に立つ教員に対して、通行する

ドライバーの方から罵声を浴びせられるということがあるそうです。その学校では安全を考え、

通学路を細かく指定されているそうですが、幹線道路を通らなくてはならない箇所があり、そう

いった場所で起こる出来事とのことです。ドライバーの方がヒヤッとする状況があって、思わず

言わずにはいられなかったのだとは思うのですが、罵声を浴びるというようなことは、児童生徒

の安全を守る緊張に加え、教員にとって大きなストレスになるものだろうと思います。児童生徒

への安全指導や教員の交通整理だけでは対応が難しい、通学上の課題を抱える学校が他にも多数

あるのではないかと思います。 

ここからはお願いになりますが、現在でも、警察と連携して、地域や通学路を通るドライバー

の方に協力をお願いしてくださっていると思うのですが、そういったことを継続していただくと

ともに、これは教育委員会の管轄ではないと思うのですが、今後のまちづくり計画において、歩

行者や自転車が安全に通行できる道路としていただけますようお願いしたいと思います。 

次に、中学校の制服についてですが、答弁の内容を拝見して、甲府商業高等学校の制服をイン

ターネットで確認しましたところ、細かい点には違いがあるものの、男女とも上はブレザーにネ

クタイとなっており、確かに女子のスラックス着用が認められたことによって、多様性や防寒対

策に以前よりかなり配慮がなされたのではないかなというふうに拝察いたします。 

一方で、甲府市立中学に関しましては、男子は詰襟、女子はセーラーカラーといったように、

男女別になっております。そのため、女子のスラックス導入だけではなく、現在の詰襟、セーラ

ーカラーといったようなことに関しても見直し、上下を個人の自由で組み合わせて着用できるよ

うにしていくといったような検討も、多様性や防寒対策として必要なのではないかなというふう

に感じました。 

先ほどの末木委員の発言に対して、風間学校教育課長から、今後、生徒や保護者の方から意見

を募るところだというふうに伺いましたので、ぜひそういった意見を集めていただいて、そうい

った意見の中には、きっと私たちには気がつかない現状の制服の問題点があるかもしれませんし、

また、末木委員も発言されましたように、どのように変えていくかに関しては、実際に制服を着

用する子どもたちの意見が反映される形であっていただきたいなというふうに思います。 

 



 

山本学事課長 

ただ今、通学路における安全というところと、あとは警察とも連携をして、また、道路の安全

確保もということで御意見を頂戴いたしまして、ありがとうございます。 

本市におきましては、通学路の安全プログラムというものに基づきまして、警察や山梨県や国、

道路管理者などと、あと学校、教育委員会も含めまして、定期的に夏休みに点検を行ったり、ま

た、随時に危険箇所等、報告があれば、合同点検をして、必要な修繕等に努めているようなとこ

ろでございます。 

また、地域の皆様にも御協力いただいたり、先生方に御協力いただきながら、安全の見守りを

していただいているというような状況でございますので、今後も引き続き、そういった形で、登

下校時における子どもたちの安全・安心の確保に努めて参りたいと考えております。 

 

風間学校教育課長 

先ほどお応えしたとおり、今、検討委員会を立ち上げているところで、今後、生徒、それから

保護者の意見も聞きながら、今女子のセーラー服に替わるスラックスと上着ということについて、

検討しているということで答弁をしたところですが、また、それに加え、男子もどうするかなん

ていうことも含め、また、子どもたち、保護者の意見も聞きながら、検討を進めていきたいと思

います。 

 

上原委員 

第９号の「通学路におけるグリーンベルトの補修について」から、先日の総合教育視察を踏ま

えて、発言させていただきます。 

通学路の安全対策ということでなんですけれども、このグリーンベルトが大変有効に機能して

いると考えています。これから夏休みに入り、集団登校は無くなって、１人行動が活発になる子

どもたちが多くなると思いますので、塗料が薄くなっている箇所や、まだ補修が進んでない所は

早急な対策をしていただきたいと考えております。 

また、先日、総合教育視察の際に、危険箇所を学校で把握した場所がありました。それについ

て、それを伝える場所、例えば個人の家だったりする場合に、それを個人の家に学校から伝える

ことがなかなか難しいと思います。かといって警察にすぐというのは少しどうかなというところ

で、地域の自治会の方に御相談してはどうかというふうに提案させていただきました。その辺も

含めて、危険箇所の点検を学校とともにしていただければと思っております。 

また、集団登校が行われていない学校もありましたので、1人登校に大きな問題があるとは言

えませんが、やはり何か災害にあったとき、或いは事故にあったときの対応を考えますと、でき

るだけ複数での登校が望ましいと考えました。 

それからもう 1点、「子どもたちの多様な学びの確保に向けた取組について」の箇所で質問です。

「ほっとルーム」という、不登校の生徒に対する未然防止や改善に向けた取組だと認識しており

ますが、５校あるということで、南西中学校、北西中学校、北中学校は把握しておりますが、あ

とは、どこの中学校か、お伺いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

山本学事課長 



 

それでは、ただ今、通学路の安全確保対策ということで御意見を頂戴いたしまして、ありがと

うございます。 

グリーンベルトの補修ですとか、その他危険な通学路の部分ということにつきましては、先ほ

ども申し上げましたように、定期に又は随時に関係者等と合同点検を行っておりまして、危険な

箇所につきましては、早急に対応をさせていただくように努めて参りたいと考えております。 

急でない部分について、どうしても予算の関係もございますので、年次的に予算を確保しまし

て、１年から２年ぐらいの間にグリーンベルトを塗り直したり、そんな形で対応させていただい

ております。 

また、危険箇所等が地域の皆様が発見されたりとか、学校で御心配ということがございました

ら、是非、また自治会でも、地域の方々にも、学事課に御一報いただければ、現地の確認もすぐ

にさせていただいて、対応させていただければと考えておりますので、情報等ありましたら、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 

風間学校教育課長 

「ほっとルーム」につきましては、昨年度、南西中学校、北西中学校に設置をし、今、上原委

員さんがおっしゃった、北中学校、それから東中学校、上条中学校を、今年度新たに設置して、

今トータル５校で設置ということになります。 

 

上原委員 

先日、何校か視察させていただいたときに、「ほっとルーム」の設置はないものの、学習室とい

う形で、もうほぼこの内容と同じような取組をすでにもうなさっている学校もありましたので、

その「ほっとルーム」の設置というのと、まだ学習室という状態の違いというのは、何かあるの

でしょうか。 

 

風間学校教育課長 

このホットルームの設置校には、市費負担の教員を１名、配置をしているところです。つまり、

そこのクラスには、常時同じ教員が配置されているということになります。 

学習室で独自にやっていただいている学校については、空き時間の教員が、おそらく１時間毎

交代でそこに座って、勉強のサポート、それから、何か活動のサポートをしている、そういった

ことになります。 

 

松田教育長 

その他、いかがでしょうか。 

それでは、この件についても確認ということでよろしいでしょうか。 

 

 【原案のとおり確認】 

（教育委員会確認） 

 

 

３ その他 



 

 松田教育長 

 その他に入りますけれど、何かありましたらお願いいたします。 

 

 

４ 閉会 

松田教育長 

 これをもちまして７月定例教育委員会を閉会します。 

 


